平成30年度大阪府図書館司書セミナー【基本編】開催要項
大阪府立中央図書館
１　趣　旨　　図書館勤務経験の浅い職員を主たる対象として、司書に必要とされる基本的な知識の習得を目指す。
２　主　催　　大阪府教育委員会

３　主　管　　大阪府立中央図書館

４　対　象　　府内図書館に勤務する司書等の図書館職員のうち、図書館での勤務経験が概ね3年未満の方。
　　　　　　　　※3年を超える方も、基礎の復習を希望される方は参加可能とします。

５　定　員　　70名（参加決定の通知はいたしません。御参加いただけない場合のみ通知させていただきます。）
６　会　場　　大阪府立中央図書館　2階多目的室
７　実施日時　第1回　平成30年7月5日(木) 　13：30～16：30
第2回　平成30年7月20日(金)　13：30～16：30　両日とも終了後に交流会を開催します。
８　参加申込締め切り　　　平成30年6月29日（金）

９　参加申込先　　　　　　大阪府立中央図書館　協力振興課

　　　　　　　　　　　　　FAX　06-6745-9232（協力振興課直通）

　　　　　　　　　　　　　E-mail　kikaku@library.pref.osaka.jp
１０　内　容

	回
	　日　　程
	テーマ
	講　　師

	第1

回　
	7月5日（木）
13:30～14:20
14:30～16:30
16:30～17:00
	講義

「大阪府立図書館の使い方」
	小笠原弘之
（大阪府立中央図書館）

	
	
	大阪府内の図書館ネットワークという視点から、大阪府立図書館の使い方を紹介します。協力貸出、e-レファレンスなど、自館で解決できなくても、ネットワークを駆使することで、利用者の要求に応えることができる大阪府立図書館の活用法をお話します。

	
	
	講義

「若手図書館員のための著作権入門」
	南　亮一氏
（国立国会図書館関西館）

	
	
	カウンターで多くの図書館員が悩む著作権問題。図書館で資料の複写はどこまでできるのかなど。図書館員としてまずは知っておいてもらいたい点について、具体的な事例を挙げながら、この分野に詳しい国立国会図書館の南亮一氏に解説していただきます。

	
	
	交流会（自由参加）：他の図書館の方と交流する時間です。お気軽に御参加してください。


	第2回
	7月20日（金）

13:30～14:20

14:30～16:30

16:30～17:00
	講義

「若手図書館員のためのレファレンス入門」
	大阪府立中央図書館　調査相談課職員

	
	
	レファレンスに際して心得ておくべきこととは？大阪府立図書館で実施している参考業務実務研修での総論「レファレンス概論」「インターネットを活用したレファレンスについて」を解説します。レファレンスサービスのための第一歩！

	
	
	講義

「若手図書館員のための接遇入門」
	縣　和世氏

（大阪市立中央図書館）

	
	
	接遇ひとつで図書館に対する評価は大きく変わります。さまざまな目的でこられる利用者の要求を的確に把握し、適切な応対をこころがけたいものです。図書館での接遇について、参加者の皆さんの経験を伺いながら、ロールプレイも交えて考えてみたいと思います。

	
	
	交流会（自由参加）：他の図書館の方と交流する時間です。お気軽に御参加してください。


障がい等の状況により、配慮が必要な方は事前にお知らせください。
	大阪府図書館司書セミナー（基本編）参加申込書

	貴　館　名：



	参

加

者

名
	第1回

7月5日（木）
	交流会に参加される方はお名前の前に○を記してください。

	
	第2回

7月20日（金）
	交流会に参加される方はお名前の前に○を記してください。

	お名前はフルネーム（ふりがな）でご記入願います。

※分館名等もわかるようにご記入願います。

お名前の記入例：   ふりがな　　　　　　　　　　　　 ふりがな
大阪太郎（○○市立北図書館）、難波花子（○○市立南図書館）


